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新新語

十番勝負

　低価格で注文するとすぐに出てくるファストフーズのもじりで、最新の流行を取り入れて、価格がき
わめて安い婦人靴。女性たちは、服を新しくするよりも靴を新しくすることで季節感を演出できると、
安い靴を購入するようになっています。若い女性に受けるデザイン感覚を持ち込み、２ヶ月ごとに新作
を出せるので売り場に変化がつけられるということから、小売店やデパートでも好評です。 

ファスト
シューズ 

共 済 コ ー ナ ー
　

安
い
掛
金
で
充
実
し
た
保
障

と
し
て
多
く
の
組
合
員
の
方
が

加
入
し
て
い
る
「
火
災
共
済
」。

　

「
火
災
」
や
「
落
雷
」
な
ど

へ
の
被
害
保
障
が
メ
イ
ン
で
す

が
、
近
年
多
く
発
生
し
て
い
る

「
台
風
や
豪
雨
・
洪
水
」
に
よ

っ
て
建
物
本
体
が
被
害
を
う
け

た
場
合
は
火
災
共
済
の
「
風
水

害
見
舞
金
」
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
書
記
局

に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

「
風
水
害
見
舞
金
」
の
保
障

基
準
は
、

①
建
物
被
害
額
が
10
万
円
以
上

②
「
建
物
＋
家
財
両
方
加
入
」

か
「
建
物
だ
け
、
家
財
だ
け
加

入
」
か
、
何
口
加
入
か
の
条
件

に
よ
っ
て
見
舞
金
給
付
の
額
が

決
ま
り
ま
す
。

③
給
付
の
最
高
限
度
額
は
、

「
建
物
＋
家
財
」
加
入
の
場
合

３
０
０
万
円
、「
建
物
だ
け
、

家
財
だ
け
」
加
入
の
場
合
は
１

５
０
万
円
が
最
高
限
度
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
「
持
家
」
の
場

合
は
、
特
段
の
理
由
が
な
い
限

り
「
建
物
と
家
財
両
方
」
に
加

入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

見
舞
金
が
給
付
さ
れ
た
場
合

は
、
見
舞
金
の
15
％
が
臨
時
費

用
と
し
て
同
時
に
給
付
さ
れ
ま

す
。

■
公
立
保
育
所
は
全
園
民
営
化
の
方
針
が
撤
回

さ
れ
、
保
育
士
の
採
用
が
13
年
ぶ
り
に
実
現
し

ま
し
た
。

 

阿
島　

洋
子
（
大
東
市
職
労
）

■
主
人
の
親
戚
が
大
分
県
中
津
耶
馬
渓
に
住
ん

で
い
ま
す
。
昨
日
心
配
で
電
話
し
た
の
で
す
が

何
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
一
安
心
で
し
た
。
台

風
で
も
な
い
の
に
大
雨
の
せ
い
で
山
国
の
川
が

あ
ふ
れ
て
こ
う
な
っ
た
よ
う
で
す
。
川
は
本
当

に
こ
わ
い
で
す
。

 

河
野　

三
千
代
（
岸
和
田
市
職
労
）

■
韓
国
で
ヒ
ッ
ト
し
た
「
サ
ニ
ー　

永
遠
の
仲

間
た
ち
」
を
見
ま
し
た
。
う
わ
さ
通
り
の
快
作

で
す
。
中
年
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
見
て
ほ
し
い

青
春
映
画
で
す
。

 

細
井　

正
人
（
羽
曳
野
市
職
労
）

■
普
段
か
ら
あ
ま
り
本
を
読
ま
な
い
息
子
が
め

ず
ら
し
く
本
を
欲
し
が
る
の
で
、
一
緒
に
本
屋

に
行
く
と
、
５
０
０
０
円
以
上
も
す
る
本
を
せ

が
み
ま
し
た
。
図
書
カ
ー
ド
が
た
ま
る
ま
で
待

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
お
願
い
し
ま
す
。

 

梶
村　

の
り
子
（
大
阪
府
職
労
）

■
６
月
号
の
裏
表
紙
に
わ
が
市
の
学
童
保
育
支

部
の
み
な
さ
ん
が
！
非
正
規
へ
の
配
置
換
え
で

近
所
の
子
ど
も
も
学
童
室
の
雰
囲
気
が
嫌
で
や

め
た
そ
う
で
す
…
。
正
規
の
彼
ら
の
今
ま
で
の

奮
闘
ぶ
り
に
敬
礼
で
す
。

 

岡
田　

篤
樹
（
松
原
市
職
労
）

■
ジ
メ
ジ
メ
と
蒸
し
暑
い
雨
の
日
が
続
い
た

り
、
肌
寒
い
日
が
あ
っ
た
り
で
、
体
調
管
理
が

大
変
な
時
期
で
夏
ま
で
に
体
が
バ
テ
そ
う
で

す
。
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
に
来
る
方
々
た
ち

（
ち
ぬ
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
を
み
て
い

る
と
、
み
な
さ
ん
と
て
も
パ
ワ
フ
ル
で
元
気
を

も
ら
え
ま
す
。

 

谷
口　

善
雄
（
堺
市
職
労
）

新新語

十番勝負

　韓国式岩盤浴施設のこと。韓国語で「体を温めて癒す部屋」という意味。日本の岩盤浴の場合、
時間制限制で男女別が多いのですが、韓国式の場合は混浴でフリータイム制。韓国では家族や恋
人、友人同士で気軽に訪れ、１日を過ごす大衆的なレジャースポットとして人気を集めています。
最近では、スーパー銭湯などが増改築の際に導入する例が多く、関西だけでなく関東や沖縄などに
も広がり、年20軒のペースで増えているといいます。 

チムジルバン 

タ
テ
の
カ
ギ

❶
蛸
を
捕
ら
え
る
素
焼
き
の
壷

❷
す
や
す
や
と
〇
〇
〇
を
立
て
て
寝
入

る
❸
魚
籠
。
何
と
読
む
？

❺
〇
〇
の
上
に
も
三
年

❻
短
期
の
対

❼
こ
れ
が
な
い
と
呼
吸
が
で
き
な
い

❾
舌
↓
味
覚
。
耳
↓
？

13
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
の
和
語

15
〇
〇
を
つ
か
ん
で
一
気
に
上
達
し
た

16
勝
敗
は
時
の
〇
〇

17
正
面
の
門

18
平
幕
か
ら
一
挙
に
小
結
に
〇
〇
〇
〇

19
高
い
嶺
。
〇
〇
〇
の
花

21
♪
ウ
チ
ら
〇
〇
〇
な
か
し
ま
し
娘

23
柿
の
８
年
に
対
し
こ
れ
は
３
年

25
立
錐
の
〇
〇
も
な
い

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
ま
ず
〇
〇
〇
を
つ
け
て
か
ら
風
呂
を

炊
く

❹
建
物
を
建
て
替
え
る
こ
と
。
校
舎
の

一
部
を
〇
〇
〇
〇
す
る

❽
薄
口
↑
↓

10
公
用
↑
↓

11
や
っ
と
〇
〇
が
回
っ
て
き
た

12
〇
〇
の
費
用

14
乾
季
の
対
、
雨
の
多
い
時
期

15
気
球
・
飛
行
機
・
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
類

17
摂
津
と
河
内
と
和
泉

19
腐
っ
て
も
〇
〇

20
敗
れ
て
〇
〇
な
し

21
〇
〇
も
得
な
い

22
口
数
が
極
め
て
少
な
い
こ
と

24
児
童
・
生
徒
を
教
育
す
る
人

26
樹
木
の
年
齢
は
こ
れ
で
わ
か
る

27
鶏
肉

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
９
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
２

年
10
月
号
の
紙
面
に
掲
載

６
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
２
年
６
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
セ
ン
タ
ク
ビ

ヨ
リ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
30
通
の

解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次

の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を

贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
塚
本
ゆ
か
り
（
高
石
市
職
労
）
▼
須

山
哲
（
吹
田
市
水
道
労
組
）
▼
小
邊
幸

子
（
堺
市
職
労
）
▼
阿
島
洋
子
（
大
東

市
職
労
）▼
山
本
敦
（
岸
和
田
市
職
労
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：この日は熱中症に注意!!

６月号の解答
「センタクビヨリ」

　

吹
田
市
労
連
で
は
、
毎
年
吹
田
市
が

事
務
局
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
「
吹
田

ま
つ
り
」
の
パ
レ
ー
ド
に
地
元
の
だ
ん

じ
り
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
「
市
労
連
み

こ
し
」
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
初
登
場

か
ら
30
年
を
超
え
、
最
初
の
頃
は
、
電

信
柱
の
よ
う
な
丸
太
棒
に
飾
り
を
付
け

た
も
の
で
し
た
が
、
学
校
校
務
員
の
仲

間
を
中
心
に
、
コ
ツ
コ
ツ
と
改
良
を
重

ね
、
手
づ
く
り
で
今
の
「
み
こ
し
」
に

ま
で
な
り
ま
し
た
。
重
さ
は
１
ト
ン
も

あ
り
ま
す
。

　

パ
レ
ー
ド
は
、
先
頭
の
「
こ
ど
も
み

こ
し
」
を
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
が
引

っ
張
り
ま
す
。
続
い
て
の
「
お
ん
な
み

こ
し
」
は
ま
つ
り
の
花
。
女
性
の
底
力

を
お
見
せ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
に

「
ふ
と
ん
太
鼓
」
で
、
力
を
ひ
と
つ
に

合
わ
せ
ま
す
。

シキリ ウソツキ
オオスジ トリコ
クン シコ セリ
リ チヨウテン
ビヨウイン シ

シヤ ギシ キン
ヨクメ ツイタテ
シヤカン シンイ

　７月21日（土）、６単組・本部合わせて７
チーム28人の選手と応援団が集結し、大阪ミ
ナミの千日前ファミリーボウルで開催。
　ゲームの結果は、ユニークなチーム名「な
ぞ？晃光（こうこう）‼」の堺市職労チーム
が1175点で優勝（チーム名の由来は、今回の
メンバーの晃一さんと飲み仲間の光一さんか
ら一文字ずつとったとのこと）。２位は、
「kadoma」（門真市職労）が1131点、３位
には「工務課Ａ」（岸和田市職労）が979点で
はいりました。
　個人の部では、結成20周年記念大会で第２
位だった門真市職労の南和栄さんが356点で
見事に優勝しました。（女性のハンデは１ゲ
ーム25点）

チーム優勝した堺市職労「なぞ？晃光!!」チーム

個人の部優勝の南和栄さん（中央）

吹
田
ま
つ
り
に
「
市
労
連
み
こ
し
」
で
参
加

「
出
て
こ
い
や
ぁ 
大
阪
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
ボ
ウ
ラ
ー
」

第
３
回
大
阪
自
治
労
連
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

加
入
内
容
で
給
付
の

加
入
内
容
で
給
付
の

認
定
額
が
変
わ
り
ま
す

認
定
額
が
変
わ
り
ま
す

「
臨
時
費
用
」も

「
臨
時
費
用
」も

お
支
払
し
ま
す

お
支
払
し
ま
す

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来


